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2001年HAJ登山隊隊員募集

中､ネ国境ヤンラ・カンリ(7,429m)

ガネッシュ・ヒマールと言う名で日本人には馴

染み深い山群の主峰がヤンラ・カンリである。

1955年10月24日、スイスの著名な登山家のレイ

モン・ランベール（41）と、フランスの女流登山

家のクロード・コーガン（29）ら3人によって、

ネパール側のサンジュン氷河から初登頂された。

60年5月31日、イギリスのP.J.ワレイスとギャ

ルッェン、ノルブ2人のシェルパが主峰の東にあ

るドームに登頂したが、主I峰は断念している。

いまだに第2登を許していないが、今回の計画

は、中国領の北面から登頂を目指すもの。北面は

1998年のHAJ隊がカバンI峰の帰途偵察隊として

初めて人山し、登路を探った。手つかずの新鮮な

山であり、静かな山行が楽しめる。

意欲ある岳人の応募を期待します。

記

1期間2001年9月10日～11月8B(60日間）

2募集人員10名程度

3負担金100万円

4.資格冬山の稜線を20kg程度の荷物を持って行

動できる登山経験のあること。協調性があるこ

と。未知の山に挑むリスクを認識できること。

5.申し込み〆切2000年6月30B

▲ヤンラ・カンリ北面。中央左上から右下の稜を予定

’表紙写真 ナムナニ峰北面の偵察を兼ねてグナ・ラ峰(6,902m)へ登った。グナ・

ラ峰は私達の目指したナムナニ峰とナムナニ氷河を挟み対時し、まさに絶好

の偵察ポイントである。ルート途中から望むナムナニ峰北、東面は、たおや

かな西面とは全く違った形で望め、我々の登筆意欲を掻き立ててくれた。

(少々びびったが…）（記：野沢井歩）
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Simple&CleanExpeditionforHimalaya

チベット連続登頂登山隊報告(中）

カバン峰からナムナニ峰へ

HAJ登山隊

孤高の山にアルパイン・スタイルで挑む

ナムナニ(7,694m)北面

ティ・セ雪山の名声は遥か遠くまで聞え

遥かな地で人々は言う
ストゥーパ

「ティ・セ」は水晶の塔のようだ

真近くやって来て

人はその頂が雪で被われているのを見る

〔まこと〕ブッダの予言によれば

この雪山は世界の中心

雪豹踊る所
ストゥーパ

水晶のような塔のその頂は

〔白くきらめく〕デ・チョック神の住処

★

西チベットに地上の曼陀羅があると言う

だがそれは其処に居てもそうとは気付かない

聖なる山ナムナニの頂からそれは見えるはず

遥かなる地で……。

★

10月25日午後、我々3人は稜線直下50mの氷壁

にへばりついていた。直ぐ上にものすごい勢いで

流れて行く雪煙が見える。「あそこまで行けば」

あそこまで登れば立って歩ける。それだけの事が

とても魅力的に思えるのだが、その時の我々にとっ

て、7,600m近い高度での50mの氷の壁は、まる

で永遠に辿り着く事の出来ないシャンバラヘの道

程の様に思われた。

数年前なら「ジャンケンで勝った奴にトップを」

と言うところだが、あまりに我々は疲れていた。

あの上にコーヒーやブランケットを持って侍って

いてくれる仲間が居る分けではない。其処で倒れ

込めば、待っているのはシャンバラでないのは分

－1－

かっている。

自分の年を呪いつつ、リードして掛かる時間を

計算するが、これから登頂して6千メートル台迄

下降する事を考えると、若い古谷に行ってもらう

方がベターと思え、そうしてもらう。

あまり気乗りのしないようだった古谷は、ゆっ

くりだが確実に登って行く。思えば彼は今年（19

99）の夏に初めて7千メートル峰のピークを踏ん

だばかりである。そして秋には7,600mの高みで

クライミングをしている、良い時代になったとは

言うまい、次回はジャンケンでトップを決めよう。

5日の間にスタカットで登ったのは此の50mと

北面下部のクレヴァス通過時だけである。

★

一枚の写真から始まったナムナニ計画は宴会の

度に盛り上がり、醒めると消えた。何人かパート

ナーが変わり、そして何時も醒める事のない？野

沢井、その後輩の古谷、そして私の3人が山森氏

に隊長をお願いし、どんどん話が大きくなり、'99

年の長い夏が始まった。

小カラコルムでスパンティークに登り順化して、

ローカルバスと2等列車を乗り継ぎ、インド、ネ

パール経由でチベットへ。未踏の6千メートル峰

を2つ登りナムナニに繋げる。たしかに酒を飲み

ながら語るには心踊るプランである。酒は夢を大

きくするが実行するのはシラフの我々である。

｢なんでこうなったの？」なんて考えながら登っ

ている事も多い。

★



▼BC裏山からグナ･ラ(左)､北峰(中)､ナムナニ(右）

スパンティークから、インド、ネパール、カバ

ン峰と予定通り旅は続き、何時も大まかな事しか

決めずにいる3人にとっては、あまりに予定通り

過ぎて少し息苦しく思う事もあったが、それぞれ

が日々の日程をこなして行く事でさらに予定通り

に消化されて行った。

10月12日、BC建設、14日、ABCの位置決定

とナムナニ氷河上部偵察、15日、ABC入り、17

～19日でグナ・ラ峰登頂、恐いくらいに順調であ

る。

グナ・ラ峰から見たナムナニ北面は急峻に見え

るが、ディランのl1寺('96)も急に見えた南面の

雪壁が取り付いて見れば登りごろの斜面であった

事を思い、あまり気にしなかった。それより上部

氷河（ザロンマロンバ氷河）に抜けるまでのロッ

クバリアーである。東壁に廻り込めば氷壁になっ

ているが雪庇が張り出している｡7千メートルラ

インを越えてからの撤退は、アメリカ隊の轍を踏

む事になるのであまり考えたくない。

色々考えてもしょうがないので取り敢えず行っ

てみる事にする。壁に触って見なければ何も解決

しないだろう。雪の状態が悪ければ初日敗退だっ

て有り得るのだし、逆にすんなり行くかも知れな

い。行ってみる事だ。

★

10月22日朝8時の交信を済ませ出発。ガラ場を

トラバースしてアブレーションバレーに入り6,000

mのサポート・キャンプ(SC)予定地へ向う。

そこでデポ品を回収してさらに重くなったザック

を背負い、サポートに上がってくれた松舘副隊長、

樋上さんと握手を交わし、「さて行ってみますか」

－0－
ぬ

と言う事で出発。

グナ・ラから偵察した通り、ナムナニ北峰南東

面から流れ出る支氷河を目指し、うまい事入り込

む事が出来た。暫く氷河の左岸を詰めてから横断

し、主峰から北峰へと続く尾根のコルへ向うが雪

のコンディションが悪く板状雪崩の一歩手前位で

ある。野沢井、古谷は直上して行き、私は右にト

ラバースして岩稜とのコンタクトラインを登って

行くが、もう帰ろうかと思う程体力を消耗してし

まった。雪面に乗るとそのままサーフィンが出来

るくらいの雪の板が陥没して、体重を掛けるとそ

の板が割れて足が潜る。潜らずに乗ってしまうと

そのまま下に滑って行きそうでなお恐い。要する

に「ヤバイ」のだが、ギリギリの所で三人の安全

基準を下まわっていたようで、だれも降りようと

は言わなかった。

★

コルに抜け出すとナムナニの北面が全容を現わ

した。

「エッ？」．.….。

見えていた下部クレヴァスのさらに下に未だ上

部の半分位セラックがあった。尾根沿いには北面

に取り付く事が出来ない……。

すでにセラックはナムナニの陰になっており、

初日から残業するのもつらいので、6,512mピー

クの下で夢をむすんだ。-6,380m-C1-

★

10月23日気持ちの良い穏やかな朝日の中出発。

今日は何処迄行けるやら、テントが張れればベス

ト、すわってビヴァーク出来ればベター、北稜ま

で休む所も無さそうだ……。

落ち着いたセラックではあるが、クレヴァスに

右へ右へと追いやられ、北カンテは遠くなる一方

である。それもラッセルしながらなのでペースが

あがらず、日は高くなるが、なかなか高度は稼げ

ない。しかし不思議と焦燥感は無く目前の障害を

一つ一つかたずけて行く。最後に橋と言うよりは

壁に立て掛けた脚立のようなスノーブリッジを2

ケ所渡って上部の雪面に出る事が出来た。そこは

斜面に出来たコブの様な所で、ひと休みして上部

の雪壁に取りかかる。そこからはラッキーにも雪

が締っており、コンテのまま快調に高度を稼ぐ事

。
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それを上まわって来たようだ。

ロックハーケンを持たない我々は少しずつ東面

に追いやられ、昼の交信を最後にBC、SCとの

交信が途絶えた。最大高差でも400m、夕方迄に

は西面に抜け出られると高を括っていたので心配

はしていなかった……のだが･･･…。

グナ・ラから見たのと大違いで、思いっきりハ

ングしたセラックが覆い被さっていて、上から徐々

にナムナニの影が落ちてくるのが見える。

このままのスピードでは必ず登塞中に寂しい思

いをしそうなので幕場を探し、奇跡的にマキシム・

テントが3張は張れそうな東壁のコブを見つけ満

月の出たチベットの夕景を楽しんだ。BCとも交

信出来ず、辺りには誰も居ない東壁の真ん中で見

る幻想的な月灯かりのチベットは印象的なもので

あった｡-7,410m-C3-

★

10月25日東壁を抜け出した私達は、一瞬気が抜

けてしまい3人とも雪の上にすわり込んでしまっ

た。高度は7,600m位だろうか。最後の登翠中左

手に見えた岩稜がロングスタッフ稜だった事が分

かり、頂上は手の届く位置にあるはずである。

その時ちょっとした事件？がおこった。野沢井

がしきりにザックの数を数えている。「1．2あ

れ？」「1．2あれ？」2個しかザックが無い〃

音も無くザックは滑り落ちて遥か下の雪面に一つ

の点となって転がっていた。「まいったナー」ブ

リザードの中、3人とも少々混乱してしまい、次

には私のピッケルがザックのもとへ行ってしまっ

た。此処迄一緒に登って来たザックとピッケルだ、

置き去りにするには忍びない、此処から山頂経由

初登ルートを下降しようと思っていたが、計画を

変更して頂上往復後、ザックとピッケルを回収し

て下山と決めた。

★

東面に廻り込んで約26時間BC&SCとの交信

がとれず隊長、副隊長、樋上さんにはとても心配

をかけてしまった。

ロープを張らずに突っ込んで行くのだから糸の

切れた凧の様なもの。登れる所を登るしか無いの

だからと思っていたが、糸は切れていないのであっ

た。

▼10／22宿泊地(6,380m)と上部ルートを見る
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が出来た。

落石や雪崩の心配も無く、クレヴァスも無い、

紺碧の空とそれを斜めに切り裂くような白い雪。

ただひたすら北カンテ上部に向けて登るのみ。此

処では立って寝むる事も出来そうにない。

セラックを越えた事と雪のコンディションが良

いので3人とも気持ち良く登っているが、大雪面

の登りは思っていた通り長く7,000mを越える頃

にはペースダウンして来て、やがて暗くなった。

カンテに近づくにつれて激しくなってくるブリザー

ドの吹き降ろしの中、ひたすら休む事無くトロト

ロと登って行くが、第四コーナーを廻ってスタミ

ナの切れた競争馬の様になさけない状態であった。

交信の為闇の中、ロープを解き2人には先行し

てもらう。交信の後、こう言う状況では2人に追

い着くはずも無く、最後の登りで更にバテバテに

なり、2人が見つけてくれたテントサイトに着い

た。

カンテ上は強風が吹き荒び、テントは路程空中

に飛び出している。とても食事を作れる状態では

無く、紅茶だけ飲んでなんとか横になったが、一

晩中風は止まず、テント内に霜が付く事もなかっ

た｡-7,205m-C2-

★

10月24日昨夜の疲れからか寝坊してしまい、陽

が高くなってからの出発になってしまった。順化

はとてもうまく行っているが、高所の蓄積疲労が

－4－



▼10／23雪田を登筆する3人O印内を氷河上から見る今迄の山では、BCに現地スタッフのみと言う

登山が多かったが、西面に出て26時間振りにBC

と交信し、歓びを分かちあえる先輩達が其処に居

てくれる事に、いつもとは違う安心感と感動を覚

えた。

交信の後頂上へ向うが、バッテリー切れで、お

まけにHAJの旗もザックに忘れてしまい後でひ

んしゆくを買ってしまう。

凍り始めた指でブリザードの中バッテリーを交

換する事が出来ず、それからまた数時間交信不能

となった。

アタック前夜には電池を換えておく、なんて当

り前の事すら忘れている。西面に出さえすれば安

全と言う我々の思いだけで来てしまったので、毎

日朝からシーパーをフルオープンしてくれている

隊長の事を忘れた分けでは無いが、甘い考えであっ

た◎

結果だけでなく、交信の入らない26時間じっと

待っていてくれた3人の先輩の気持ちを思うと申

し分けない気持ちでいっぱいである。

★

ザック、ロープetc、をデポしてカメラなどの

アタック用品だけを持ち、3人がそれぞれに登り

出す。

し
北
面
下
部
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▼北面登掌ルート。アイスフォールから雪田へ 余りに呆気無くやって来た。ルンゼを登り、野沢

井達は稜通しに行き、私は雪面をトラヴァースし

てから登りに掛かる。風でバタつくフードを上げ

ると2人が待っているのが見え、3人で肩を組ん

で山頂を踏む、其処から普藺（プラン）が見えて

いたのは、山頂での写真を焼いてから知った。

3人で抱き合い、肩を叩き至福の時は過ぎた。

冷たい風が我々を現実に引き戻す。

「さて、そろそろ帰りますか」

ルンゼをクライムダウンしてデポ地に戻り、巨

大なモナカと化したザロンマロンバの雪面をザッ

クとピッケルを拾いに降りて行った。

-10月25-6,800m-C4-

★

10月26日山頂からの長い降りの途中一寸神秘的

で面白い体験をした。

公路上から700mmの望遠でサポートしてくれる

山森隊長の指示を受けながら下降して行くが、望

遠で見ているとは言え、

「其処のスジみたいなクレヴァスを越えろ〃」

「エッ？これ5mはありますよ」

「･….．…｡」

と言うような会話を繰り返しながらの下山となる。

ザロンマロンバ氷河も高度を下げるにしたがって

雪が少なくなり、やがて消えた。

そこで我々は、5日間、頂上往復した時を除い

て外す事の無かった8ミリのロープを解いた。

｢ホッ」と気が緩む瞬間である、或る意味では山

拱脅獣'’f奪蕊蕊蕊・禅悪癖鵠
搾主

ナムナニに守られて風の無かった東面に較べて

物凄いブリザードの中高度を上げて行くと、トッ

プを行く野沢井からフィックスの残置が有るとコー

ルが掛かった。それも7ミリのナイロン・ロープ。

である。昨年の日本隊も初登ルートを行っている

はずだからスイス隊のものであろう。よくまあ、

この高み迄ナイロンを担ぎあげたものだと感心し

ながら、ロープを横目に見て登る。

東壁を抜け出る迄の苦労を思えば、登頂の時は

ぐ ｜
｜
氷
河
上
か
ら
見
る
。
右
の
雪
壁
が
ル
ー
ト
と
な
っ
た
。

相
／
型
三
日
目
の
登
筆
に
入
っ
た
３
人
○
印
内
を
ナ
ム
ナ

熱

▲表紙写真の右手前に長く伸びている北カンテが、上の写真の○印の下の稜。
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▼頂上から地上のマンダラ(奥にカイラス)を見る頂に着いた時よりも歓びは大きかったかも知れな

い。擦り切れてボロボロのロープだったが、言葉

を交わさずとも緩めたり、張ったり、相手の望む

通りに3人が操作して来た、一蓮托生のロープで

ある。

ロープ°から解放されると景色も変わって見える

ようで、立ち止まったり、石ころを蹴とばしてみ

たり、各自、自由に歩き始める、が…足が重い〃

1,700mの登りとモナカ雪の下り、すでに体力

は売り切れ状態で、冬の間富士山頂で冬籠りして

酒ばかり飲んでいる私が一番フラフラであるよう

に思われた。

3人は自然に歩き易い所に一列になり、少し行

くと夏の間に出来た流水溝が凍り、一条の帯となっ

て続いていた。これが案外歩き易く、アイゼンを

擦り減らす事も無いので辿って行くと、少しずつ

溝が深くなって行く。最初はボブスレーのコース

みたいだなどと言ってハシャイでいたが、そのう

ち空しか見えなくなり、やがてトンネルとなって

しまった。一寸暗いが、トルコ石のようなうっす

らとした緑色に氷河の年輪が白く浮き出てしかも

四方は罠斎の玉のように光っている。ソルト・レ

ンジ（パキスタン）で見た岩塩のトンネルも興味

鯉
田

蕊草琴琴鐸蕗篭・・守竜一 湧輯卒率多

～

…

鐸

一 一

§

罰

深いものであったが、自然の作り出した此の造形

物は、先がどうなっているかまったく分からず、

所々ツララをピッケルで落としたりして進んでい

るうちに、疲れた心がまた踊りだす。昔読んだベ

ルヌの小説の一場面みたいで、暫く地底に潜って

行く探検家の気分を味わった。今迄通って来た道

での吹き飛ばされそうな風やブリザード、クレヴァ

ス、二本足で立つ事の出来ない壁、その他モロモ

ロの危険から守られていると言う安心感で私達の

心は癒され、風も音も無い、狭苦しい、無限の空

間を、3人の先輩の待つBCへと降りて行った。

-BC-

~鞍

一室雪錘 酉＝

乏埴

型

一…

．
通

蕊
背渉 謬息堂

鐘
鼠

》
鴬
》 噌常：纐塾息

鍛翻

蝿喝＄
I

… ＝…震慧季3菖争雫琴鵠

▲10／26下降路となった西面ザロンマロンバ氷河。左上が頂上。左の三角岩壁は北壁。
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▼ナムナニ頂上からナンダ・デヴィ(7,816m右端)、アピ(7,132m、ナンバ、ボバイエ左端)を見る

終りに

点線であったHAJ予定ルートを、我々の手で

(足で？）実線のHAJルートと出来た事を非常

にうれしく思っている。今は我々をナムナニヘと

導いてくれた諸先輩、応援してくれた仲間に只々

感謝。

そして、84年、当時未だ未踏であったナムナニ

に敢えて西面からではなく、北面にルートを見つ

け、点線を引いた山森隊長の酔眼……失礼……慧

眼に敬意を表し筆を置きたい。

★

マ・ファム湖の名声はまことに遥か遠く聞え

遥かな地で人々は言う

「マ・ファム湖は緑の宝石のマンダラのようだ」

真近くやって来て

人はそこが〔冷たくて〕豊かな水で潤っているの

を知る

その昔、ブッダのなされた予言によれば

この湖は「決して暖かくならぬ湖」と呼ばれ
みなもと

四つの大河の源

魚やかわうその泳ぐところ

(記：岩崎洋）
一

識錘

ぐ
柵
／
お
ザ
ロ
ン
マ
ロ
ン
バ
氷
河
を
下
る
３
人
（
○
印
内
）

宰司ざ

沸『:蕪，.．、

蟻宵．

攪惑

Ⅱ

繊幸“

鴬

…

癖蕊

匿｡鴬

コナムナニ

登頂を終え

て下山した

左から岩崎

野沢井、古

谷各隊員。

lﾑ

グ

蕊:,．＃
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3つ目の頂、ナムナニ登頂記

10月22日

グナ・ラ登頂後、2日間ABCにてゆっくり休

養した後22日にナムナニの頂上に向けて出発する

事になった。

朝8時位に松舘さん樋上さんに見送られABC

を出発する。3人でのアルパイン・スタイルでの

アタックになるために荷物は極力軽量化を図った。

テントはエスパースマキシムの2～3人用の本体

のみ、メインロープ1本、PPロープ°1本、その

他ガチャ類少量、食糧4泊分等である。

天気は相変わらず良く雲一つ無い好天である。

ただ、10月の下旬となるとやはりかなり寒い。ナ

ムナニの登山はかなり寒い世界での登山となるだ

ろうと予測していたので、足周りには気を使い、

ICIのスペシャルインナーと、オーバーシュー

ズを作り、持って来ていた。

ABCを出てから3時間位で、前回グナ・ラを

登頂して来たときにアイゼン等をデポしてきた地

点に着く。そこで、しばらく荷物を整理しながら

休憩をとり、この日の行動予定は、北面の雪壁の

取り付き付近まで行きそこでビバークするという

計画であったので、北面の雪壁の取り付き付近ま

で行くためのルートを観察して出発した。

北面の雪壁の取り付きまでは、北カンテから派

生する尾根に突き上げている雪面を登り取り付く

ことにした◎

雪面に向けて登り始めるが、今年に入って4つ

目の遠征のため高所疲労がたまってきたせいか、

今一疲れていて調子が出ない、こんな調子で大丈

夫なのだろうかと思う。しかも私自身が過去に泊

まった最高所地点は、スパンティークの6,150m

である。今回は最低でも1回は7,000m台に泊ま

らなければいけないために、不安がっのる。ただ、

不思議と不安よりもワクワクとした気持ちの方が

強かった。そんな気持ちを抱えながら、尾根に上

がるための雪面を登り始める。

雪面の状態は非常に不思議な感じであった。気

温がすごく低いからであろうか、雪面の表面の幅

10cm程は固くしまり板状になっているのだが、そ

の下の雪質が非常にサラサラしている。その為に

雪崩やすく非常に怖い。また歩きづらく非常に疲

れる。私と野沢井さんは雪面の真ん中を登り、岩

し
東
壁
上
部
を
登
筆
す
る

#

灘
〆

＃
ず

鱗

＃

鍔勤
薮
蜜
蕊
露
饅
羅
Ｊ
，、

〃
〃
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ｑ
東
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線
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名

崎さんは、雪面の右端の岩稜とのコンタクトライ

ン付近を登っている。

しかし本当に疲れる。たいして長くもないこの

雪面がどこまでも続いているように感じる。この

雪面を登るのにどれくらいかかったのだろうか、

ようやく北カンテから派生する尾根にたどり着い

た。

さて今日のビバーク地点をどこにしようかとい

う事になり、なるべく前へ進みたい私達は、北面

の雪壁の取り付き、ぎりぎりまで行くことにした。

そこからちょっとした岩稜を越え、なだらかな稜

にでる、そこから取り付きまではそれ程遠くない

が、かなり良いビバーク地が得られそうだったの

で、標高6,380mのこの地点に泊まることにした。

この日の夜は本当に寒かった、足の指先が寝て

いるとかなり冷たいので、オーバーシューズを履

いて寝たほどだった。

10月23B

朝、核心部であろうと思われていた北面の雪壁

に向けて出発する。偵察を兼ねて登ったグナ・ラ

から見た、ナムナニの北面はかなり急I唆でこんな

所登れるかよ、と思わせる程急峻に見えたが、実

際近くから見ると思ったほど急峻ではないので、

安心して雪壁に向かった。

北カンテから派生する尾根から雪壁に移るには、

アイスフォール帯を越えなければならない。遠く

から見た感じでは弱点を突いて登れそうであった

が、近くで見ると、それがかなり困難そうである。

大きく右へトラバースして行けば登れそうにも見

えるが、その上のクレバスが気になる所だ。トラ

バースをするとかなり時間的にロスになるので、

なるべくトラバースをせずに北カンテ側を登りた

いのだがそれが不可能に近い。いろいろと考え相

談した結果、大きく右へトラバースしていくこと

にした。

なだれそうな斜面をトラバースして、クレバス

をさけながら登っていく。途中で結構悪いクレバ

スを越え何とか、このアイスフォール帯を越える

ことが出来たが、越えたときには、時間が14時を

過ぎていた。時間が時間なだけにここでビバーク

した方がいいのではないかという意見もでたが、

さらに登っていくことにした。

雪壁を登り始める、雪面はカチンカチンに凍っ

ているのではなく、踏み後が付くぐらいの雪面で

比較的登り安かったのでコンテで登ることにした。

しばらく登っていくと雪面には日が当たらなく

なり、風も吹いているために非常に寒い。特に足

が寒い、だんだん手の指の感覚が無くなってきて、

しびれてきた、時折手袋から指を出して暖めなが

ら黙々と登っていく。ビバーク地になりそうな所

が遥か前方に見える。他にはビバークできそうな

所がないので、そこまでは登らなくてはならない

かと思うと途方に暮れてしまう。

日が落ち始め、周りの風景が徐々に暗くなり始

－10－



めてから、しばらくして、標高7,205m地点に何

とかビバーク地になりそうな所があったので、強

い風の吹く中急いで斜面をスコップで切り何とか

テントを張り、急いでテントの中に入り込んだ。

しかし非常に疲れた、強風でテントがあおられ

落ち着けないような雰囲気だが、そんな事はどう

でも良いというような感じである。夕食を取ろう

とするが全く食欲がわかない、私は結構食べる方

で、昨日まではいつも通り食べていたのだが、こ

の時はお茶だけでも十分といった感じであった。

予定では、明日に頂上へ向かう予定である。頂

上への期待を抱きながら床に就く。疲れていたか

らであろうか、私にとって初めての7,000m台で

の睡眠であったが、いつも通り寝ることが出来た。

10月24日

昨日の疲れのせいだろうか、かなり寝坊してし

まった。少し焦りながらも出発する。予定では、

北面をこのまま登り西面に出て頂上を踏む予定で

あった。

出発してすぐに、北面の雪壁は抜けることが出

来たが、上部に岩壁があり西面へ抜けるルートが

なかなか見いだせない。とりあえず、東壁側にト

ラバースしながら登って行くが、なかなか西面へ

のルートが見いだせずどんどんと東に向かってい

く。どんどん時間がたち焦り始めてくる。こんな

調子では今日中に頂上へたどり着くのは無理なの

ではないかという思いも抱き始める。

ようやく、無理矢理突破できそうなセラック帯

の斜面を見つけ強引に登り始めるが、時間がもう

18時を過ぎていたために、これ以上登っていくと、

この寒さでは凍傷が心配なために、どこか適当な

ところでビバークすることにした。しばらく付近

でビバーク地を探すもののなかなか見つからない、

しばらくするといくらか下ったところに平らな部

分が見えたので取りあえずそこへ下っていくと、

風もなく平らでとても過ごしやすそうなビバーク

地であったので、今日は7,410mのここに泊まる

ことにした、ふと、そこから上部を見上げると綺

麗な雪壁が稜線まで続いていた。しかも我々は東

壁までトラバースして来たために、この上がすぐ

頂上ではないかと予測できた。

テントに入り落ち着くが、やはり今日も食欲が

▼ナムナニ頂上（左・古谷、右・野沢井）
韓爵融黛”'職_‐;､

函翠

’
ら”

ない。しばらくして、明日こそ頂上だと思い、床

に就いた。ただ東壁に回り込んだ為、朝BCと連

絡してから全然連絡が取れていないので、BCで

はかなり心配しているだろうと思っていた。

10月25日

今日は寝坊せずに起きることが出来た。

昨日予定したとおり目の前の雪壁を登っていく、

途中，力所クレバスが開いていたが難なく越える

ことが出来た。私は、なんだか腹の調子が良くな

くあまり力が出ない。野沢井さんがトップで登っ

ていたが、しばらくすると野沢井さんが足が吊る

というので私がトップで登り始めた。

トップを交代してしばらくすると、いくらか柔

らかかった雪面から、カチンカチンの氷が出始め

コンテで登るのはやっかいになってきたために、

スタカットで登ることにする。頂上はもう目の前

という感じなので気合いを入れて登り始めた。目

の前に雪屈が現れここを越えれば、頂上付近か、

西面に出られることは間違いないのでかなりほっ

とした気持ちになる。雪屈の手前でピッチを区切

り野沢井さん達が登ってくるまで待つ。雪庇を越

すくらいのロープは余っていたので、そのまま私

が登り始めた。雪庇をピッケルで切り崩し何とか

稜線に出るが、その瞬間西側からの強風と、雑誌

で見たとおりの風景が飛び込んできた。強風にあ

おられながらも、ようやく西面側に出れたことで

嬉しさが体中を駆け巡った、頂上へはここからす

ぐのように見えた。

稜線で野沢井さんと岩崎さんが登ってくるまで

待つ。岩崎さんが最後に登ってきて、26時間ぶり

くらいにBCに無線を入れる。山森隊長のホッと

-11-



▼ザロンマルバ氷河の氷の回廊 真の頂上の石を拾いまくり、登頂の嬉しさに心を

踊らせながら下山し始めた。予定では、今日BC

まで降りる予定であったのだが。

私たちにとっては、全く未知である西面ザロン

マロンバ氷河を下降ルートに取ったために、公路

上から、山森隊長が双眼鏡でのぞきながら、左だ

右だと指示を受けながら下降して行く。この日の

内にBCまで降りるのはとても無理だと判断し

6,800m地点に泊まることにした。

しかし、ボロボロである、もう何もしたくない

といった感じである。

10月26日

これまでの疲れのせいでなかなか起きることが

出来ずかなり寝坊してしまった、おかげで出発し

たのが12時くらいであった。

昨日と同様、山森隊長が公路上から双眼鏡でルー

トを探り私達に無線で指示して、それを頼りに下

るのだが、山森隊長の言う事と実際の氷河の状態

が違うため、かなり困惑しながらの下降となった。

なんだかんだやりながらどんどん下降し、だいぶ

降りたところで、不思議な氷の回廊状となったク

レバスの間を降りる。そこを抜けるとガレ場にな

り、ノーマルルートのBCに着いた。

そこからは、ガレ場をただ黙々と歩き続けた。

何時間歩いたのだろうか、あたりが暗くなり始め

た頃に、遥か前方に人工的な何かが見える、山森

隊長が待つ車ではないかと心を踊らせるが、あま

りにも疲れているために、幻覚ではないかとも思

いあまり期待せずにその人工的な何かに向かって

歩き始めた。やがてその人工的な何かが車である

ことが分かった。ようやくゴールである。しかし

疲れた、本当に疲れた。ようやく山森さんにたど

り着くことが出来た｡98年から思い抱いたナムナ

ニの登山を終え、本当にほっとした瞬間であった。

車の中で、今までの行程と、登頂の喜びをかみ

しめながら、日が落ち真っ暗になった中を、松舘

さんと樋上さんの待つBCへと向かった。

（記：古谷朋之）
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したような声が聞こえ、今までのクライミングで

の緊張がほぐれたような気がした。

そこから荷物をデポして頂上まで行くことにな

るが、これまでの緊張が急にほぐれたせいか、ザッ

クは落とすは、ピッケルは落とすはのハブ°ニング

があったものの、何とか頂上へ向けて出発した。

岩と雪のちょっとした壁を登っていると残置さ

れたフィックスロープがあった、いったいどこの

隊のものなのだろうか。ザックをデポした所から

数10分で頂上の手前につき、3人で肩を組み同時

にナムナニの頂きに立った。私にとっては3つ目

のヒマラヤの頂上になるのだが、初めてヒマラヤ

の頂上に立ったときよりも遥かに嬉しく、涙があ

ふれ出してきた。

頂上からBCに無線を入れようとするが電池が

切れ繋がらないのが残念であった。写真を撮り、

10
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聖湖の山、グナ・ラを登る

この頃から私は「喉のタン」が切れず、力むと

呼吸が苦しく30歩位歩いた所で止って呼吸を整え

なければならず、少しずつ先行メンバーより遅れ

てくる。14時6,920m地点野沢井、古谷、樋上は

頂上のそば、私は200m位遅れているが、この辺

からほぼ傾斜がなくなる。頂上はゆるいドーム状

なのが分る。

先行メンバー3人が頂上の手前で待っていてく

れる。5人揃ったので肩を組み5人一緒に14時14

分に「1，2，3」で頂上をふむ。「やった一」

皆と替わる替わる握手をする。

交代でBCの隊長とトランシーバーで交信し登

頂の挨拶とお礼を言う。その後記念写真を取る。

少し余裕が出たので周りを見ると、グナ・ラ峰の

頂上は一大展望台だ。南側のネパール、インドの

国境の山々は雪をかぶって美しく輝いている。

残念なことに、カン・リンポチェはラカス湖の

上の雲で見えない。カン・リンポチェを入れた登

頂写真が取れないのは心残りだが、14時32分に下

山にかかる。雪面はほどよく締っているが、ツァッ

ケを引掛けない様に注意して下降し、17時30分ナ

ムナニ氷河に全員降りる。今日はAC泊り。

（記：松舘正義）

10月18日7時隣りのテントから、「お茶が入り

ました」の声がかかる。「行ぐすけ」と返事をし、

樋上氏と2人テントの外に出ると、空はいつもの

快晴だが、昨日の夕方からちらついていた雪が、

1cm位テントの上に積っている。隣りのテントで

お茶と朝メシと身仕度を済ませ、8時にACを出

発する。

グナ・ラ峰の西稜の取付に向う。時々昨夜の雪

の吹き溜まりの所で「ボソッ」と入る時も有るが

わりと雪は締っている。西稜の取付からは「ガレ

場」になる。雪線の所に9時20分に着く。ここか

らはアイゼンを付ける。皆のは「ワンタッチ」な

ので取付けは早いが、私のはバンド式なので少し

時間をとる。その後、左手の中指の先が冷たくな

り痛くなったので、オーバー手袋の中のフリース

の手袋を毛の手袋に換える。初めての経験その後

はOK、なぜだかわからない。

先行の野沢井、古谷、樋上の3人の後を追って

雪面を登る。雪はほどよく締ってアイゼンの効き

が良い｡10時6,320m地点の尾根のカゲ、岩崎君

が私の後でしんがりを守ってくれている。12時に

6,610m地点、野沢井、古谷先行、その後に樋上

少し遅れて松舘その後に岩崎の順で進む。

忠
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ラ
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ティンプーツェチュ

ウォンディホダンツェチュ

タムシンパーラチョパ

タンビマニ

ジャンベラカンドゥプ

ジャカールツェチュ

モンガルツェチュ

タシガンツェチュ

トンサツェチュ

ルンツィツェチュ
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《ネパール》

群馬隊、冬のマナスル断念

マナスルの冬期登頂を目指していた群馬県山岳

連盟隊(名塚秀二隊長(45)ら7名)は、1月6日と

8日に登頂を試みたが強風に阻まれて7,100mに

到達したもののBCへ下山。

1月9日から1週間、降雪のためBCで停滞を

余儀なくされた｡17日と18日の2日に分けて2パー

ティが頂上アタックのためBCを出発したが、強

風のため登頂を断念してBCへ下降した。
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《中国》

第21回高所順応研究会の開催

･主催東京都山岳連盟・海外委員会

・日時2000年3月5日(B)9時～17時

･場所国立オリンピック記念青少年総合センター

（小田急線参宮橋下車徒歩5分）

･会費3000円（昼食は各自でお願い致します）

･問い合わせ〒104-0031束京都中央区京橋

1－9－9湘南産業八重洲ビル401号

東京都山岳連盟冠03-5524-5231

･内容高所障害の実例と対処（塩田純一氏）

パルスオキシメーター、ガモフバック、

酸素器具。

チョモランマに3隊が挑戦

今春のチョモランマに日本の3隊が挑戦する。

東北6県と新潟県で構成する「東北地区海外登

山研究会」が母体で派遣する登山隊は、宮城県の

八嶋寛隊長(50)ら8名。隊員は青森県を除く各県

から参加する。

北海道山岳連盟が派遣する登山隊は、江崎幸一

隊長(48)ら7名。このうち江崎隊長ら一部の隊員

は、秋のマナスル北峰、冬のマナスルに挑戦した。

法政大学が派遣する登山隊は、中村敏夫隊長

(60)ら16名。いずれも北面ルートを予定している

が、既に3隊で協力態勢を構築して現地での登山

活動がスムーズに展開できるよう準備を進めてい

る。

…灘§
冬のマナスル便り

《ブータン》
ナマステ

6年ぶりのネパールに来ています。今回は群馬

県山岳連盟で厳冬期のマナスル(8,163m)にノー

マルルートから挑みます。12月16日にカトマンズ

を出発し、2000年1月1日より登山を開始する予

定です。

2000年問題とは無縁の世界ですが、とっても寒

いと思います。寒さにめげずに登頂を目指します。

12／15力トマンズにて佐藤光由

2000年お祭りリスト

名称

プナカドムチェ

チョルテンコラ

ゴムコラツェチェ

チュカ ツ ェ チ ェ

パロツェチュ

６／

妬
３
賜
蛆
加

日
へ
、
一
へ
一

０
９
３
３
６

１
１
１
１
１

月
／
／
／
／
／

２
２
３
３
３
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J …
11月のネパール、トレッキング大量遭難がとり上

げられている。

事故防止の原則の一つに「歴史に学ぶ」がある。

つまり事故事例を勉強することだが、そのために

も本書のような出版が望まれる。

B6半|1285頁2000年1月1日刊

山と渓谷社1500円十税

中高年登山者のための生理学

サガルマータ、K2、マナスルなど高峰登山の

経験を持ち、都岳連高所順応研究会などの講師を

長い間担当している塩田純一医博が登山者のため

に発刊したもの。国内登山の留意点はもとより、

ヒマラヤ・トレッキングで問題となる「肺水腫」

や「脳浮腫」なども実例をあげて解説している。

読み易くわかり易い一冊である。

A5判188頁1999年12月10日刊

本の泉社1714円＋税

－東京集会のお知らせ

2月28日（月）午後7時～

ヒマラヤの情報管理とアンケート

HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）

日時

内容

場 所

運命の雪稜

山渓前編集長の神長幹雄氏の著書。現役のころ

｢山と渓谷」誌上に執筆した、遭難に関する記事

とその後、遺族を取材してまとめたもの。

国内は、大山で遭難した高見和成氏ら2件、ヒ

マラヤは、ウルタルⅡの山崎彰人氏ら5件と95年

岳山の情報誌「岳人■人

毎月15日発売(冒合關自)定価700円
■本誌の年間購読ご案内

本誌の購読は､全国の書店､東京新聞販売店､中

日新聞販売店､北陸中日新聞販光店で承ります。

直接購読ご希望の方は､とじ込みの振替用紙に｢岳

人何月号｣からとお書きのうえ､送り先郵便番号､住

所､氏名を明記して､ご送金ください。

郵送料は124円です｡年間購読料は8,900円で送

料は当社負担です。

お求めの本誌に乱丁､落丁がありましたらお取り緋

えいたします。

(★は特大号･800円となります）

〒108-8010東京都港区港南2-3-13冠(03)3740-2674(直）
全国の書店で発売中／中日新聞販売店でも取りつぎます東京新聞出版局(悪癖）
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第21回インド・ヒマラヤ会議報告
14時35分～16時45分「インド・ヒマラヤの魅力」

HAJ尾形好雄常務理事が東のシッキムからガ

ルヮール、ガンゴトリ、カラコルムの山々をスラ

イドを駆使して、その豊富なインド・ヒマラヤ経

験をもとに魅力の数々を語り紹介された。

これで予定の会議日程を終了し、HAJ八木原

圀明常務理事の挨拶で閉会となった。

HAJ主催による新春恒例のインド・ヒマラヤ

会議は、今年21回目となり1月16日東京・池袋の

豊島区民センターで行われた。

会議には全国から、99年実施隊や2000年にイン

ド・ヒマラヤへ出掛ける予定の登山隊の方々など

38名の参加をみた。

HAJの酒井國光会長の開会の挨拶の後、会議

日程に入った。

9時40分～11時55分「99年隊登山隊報告」

労山のバギラティ2峰（宮崎孝氏)、グループ・

ド・モネージュのストック・カンリ（粂川章氏）

JAC東海のドゥン（鈴木常夫氏）とウムドン・

カンリ（水野起己氏）初登頂の報告が、スライド

を交えてなされた。

13時00分～14時20分「インド登山の実務」

HAJ山森欣一理事長から、最近の日本とヒマ

ラヤ登山の現状やそれに対応するための対策の現

状について報告と協力要請があり、主にトランシー

バー、EPIボンベ、別送品、GPSなどについ

て質疑が行われた。

1999年インド・ヒマラヤをめぐる動き

1998年インド・パキスタン両国が相次いで核実

験を行い、核保有国となった事を受け、カシミー

ルの帰属をめぐる両国の国境紛争のエスカレート

が危倶された。年が改まって1999年2月には両国

首脳が国境を越えてバスで訪問しあい、一部の停

戦合意も伝えられ、雪解けが進んでいたかのよう

に見えた5月、停戦ラインを越えてインド側に入

りこんだイスラム原理主義民兵にインド軍は本格

的な空爆を持ってのぞんだ。民兵組織を支持する

パキスタン軍も交えた激しい戦闘が行なわれた。

夏になって民兵側が停戦ラインの内側に戻る事で

最近の日本隊の入山と遭難の推移※'99‘1年以降は把lA1できたものの7卜
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戦闘は終結したが、イスラム側のエネルギーはパ

キスタンでの軍事クーデターへと展開して行った。

10月にはパキスタンのシャリフ政権は倒れ、ムシャ

ラフ参謀長を長とする軍事政権が誕生した。イン

ドでは総選挙が行なわれ、98年の核実験強行など

で強いインドを主張し続けた現政権が勝利した。

このように昨年のインドを巡る情勢は大きなう

ねりが訪れた。日本から登山を行った登I｣_l隊は8

隊、1980年代初頭の全盛期からみればさびしい限

りである。そんななかで日本山岳会東海支部隊が

行った、スピティ地区での二つの初登頂は、同会

が長年培ってきた積み重ねの成果であり、すばら

しい記録である。また、グループ・ド・モネージュ

隊のストック・カンリ(6,153m)は、先に述べ

た国境紛争の起こっていたジャム＆カシミール州

での登山であり、日本外務省からの渡航延期要請

の出ている中での登山であった。同隊以後、ジャ

ム＆カシミール州で登山に必要なXヴィザの発給

が停止されたと聞いている。昨年から再び設けら

れたトレッキング・ピークの許可で行なわれた同

隊の登山は、BC建設から4日間で登山隊員7名

中6名が登頂するという速攻登山で、交通機関が

発達したインド・ヒマラヤの利点をいかした登山

である。また、労山のサトパントでは氷河の縮小？

など環境の変化のために、目標の山を変更せざる

を得ないという事態も起きてきている。過去の登

山の記録を山行に登山をするのは当然の事だが、

現場に行ってから、そうした変化に柔軟に対応す

る能力も必要とされてくるのかもしれない。

インドでの外国登山隊の活動に目を向けると、

日本ヒマラヤ協会30周年で招跨し記念講演をして

いただいたH・カッパディア氏が、その時にスラ

イドで紹介していた、ガルヮールのアルヮ・タワー

(6,352m)の見事な岩峰がイギリス隊（ミック・

ファウラー隊長）によって初登された。テレイ・

サガール北壁にはロシア隊によって新たなルート

が加えられた。

インド・スピティの最高峰、ギヤ峰はこれまで

度重なる挑戦を退けてきたが、昨年ついにその頂

上をインド隊にあけわたした。IMFが派遣した

クマオンのパンチ・チュリⅢ(6,433m)とブル

フ・ドゥラ(6,343m)はいずれも頂上直下で敗

退している。

残念ながら外国隊の活動は現時点ではわずかし

か入手できていない。一昨年来のパキスタンとの

国境紛争、昨年、大きく燃え上がったカシミール

紛争などの影響で、東部カラコルム、J&K州は

ラダックエリア以外での登山は行なわれなかった

ようである。

それ以外の州では支障なく登山が行なわれたよ

うであるが、今年は大事無く登山ができることを

願いたい。

1999年インド 馬， 日本隊の結果

山名標高季派遣母体／隊名隊長名数ルート陥

fン卜7,075NRx
夏日本勤労者山岳連 盟宮崎孝9

シ ティ Ⅱ 6 , 5 12EFO

ミン･カンリ6,643夏日本山岳会･東海水野起己7wRO

ﾆラ 6 , 517夏北稜山岳会水野二朗3ESx

-北峰6,450春グループ・ド・コルデ加藤泰平4WF><

/峰6,200夏日本山岳会･東海鈴木常夫6NRO

一ル山域無名I"6,1841夏熊谷トレッキング同人澤入保忠12ESx
,ク･カンリ6,153夏グループ･ド･モネージュ茂呂貞夫8sRO

49人

7,075

6,512

6,643

6,517

6,450

6,200

6,184

6,153

サトパント

バギラティⅡ

ウムドン・カンリ

ムルキラ

メルー北峰

ドゥン峰

ラホール山域無名I峰

ストック・カンリ

日本勤労者山岳連盟 宮崎孝

日本山岳会･東海

北稜山岳会

グループ･ド･コルデ

日本山岳会･東海

熊谷トレッキング同人

グループ｡・ド・モネージュ

水野起己

水野二朗

加藤泰平

鈴木常夫

澤入保忠

茂呂貞夫
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2000/1/16中川作成

備考

ルートの状況が悪く5500m
で断念。
サトパントから転進｡8/16
に8人が登頂。
8/8に隊長と胄戸隊員HP2
名が初登頂。

悪天、日謝
クス・ブイ

8/8に隊長
登頂した。
8/10に隣f
3名が登頂
7/4に4名、

天、日数不足の為にシャー
ス・フィン5900mで敗退。
'8に隊長ら4名とHP5名が
頂した。
'10に隣接する5600ml峰に
弓が登頂。
'4に4名､翌日に3名が登頂。



インド・ヒマラヤの登山許可取得の方法

インド登山の手続きの流れ
登山申請

インド・ヒマラヤでの登山に、ネパール登山の

ように（社）日本山岳会の推薦状を必要としない。

登山隊は直接インド登山財団(IMF)に申請する

事が出きる。この場合の方法も手紙、FAX、E-

メールなどの方法から選択する事ができる。

I I

-L"
I ｝

三LL

I
インド登山財団(IMF)連絡先

TheHonorarySecretary,

IndianMountaineeringFoundation,

6,BenitoJuarezRoad,

NewDelhillOO21,

INDIA

Phone:91-11-4671211,4677935,4671572,

Fax:91-11-6883412

E-mail:indmount@del2.vsnl､net.1n

三L坐
／
、

三L卜
（ ）登山(X)ビザ交付申請

-L>
（隊荷発送準備(集荷･発送））

三L坐

跡鯏副。作※
-LL

Indmount@vsnl・com

http:/Www・indmount.comWebsite
、
ノまた登山申請用紙などの必要な書類の書式は上

記のIMFのホームページから取得する事ができ

る。 ／

入国通知状

便宜供与依頼書(外務省･日本大使館)の送付1．仮登山申請

これは希望する山が、希望する時期に空いてい

るかを確認し、空いていれば予約(Booking)を

お願いする申請である。IMFは同ルートに登山

隊が複数人山する事を許していない。これはネパー

ル、中国、パキスタンなどより登山する側に立っ

た考えである。オーフ°ンピークのうちいくつかの

有名峰は、人気が高いので早めに申請しないと希

望する時期に登山できないことがある。

申請害の記入次項は

①登山隊名及び国籍

②目標の山と標高及び経度と緯度

申請峰が競合する場合もあるので、第2希望ま

で記入しておくのが望ましい。

③経度と緯度を明示したアプローチ図及びルート

概念図。

どの稜、どの壁を登りたいのか明記のこと。様々

な地図から転載するのは構わないが、国境未確定

ノ

母上
登山(X)ビザの取得

呈~｣二一
I 1

L－ 出発

エリアについては十分に注意した方がよい。ビザ

取得の遅延の原因になる可能性がある。

④遠征期間

a)インド入国から出国までのおよその日程。

b)ベースキャンプ到着から撤収までの実質の登

山期間。

⑤隊長並びにメンバーリスト

氏名、父親名（死亡の場合も記入)、国籍、現

住所、本籍、電話番号、FAX番号、年齢ならび

に生年月日、職業、パスポート番号、並びに発行

地および取得年月日。最近親者並びに続柄および

住所（緊急時の連絡の為)、過去1年以内の訪印

の年月日ならびに訪印場所。登山やトレッキング
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仮登山申請(仮Bookinng）

IMFからの登山許可の内諾

正式登山申請書(アプリケーション）の送

付。登山料の払込み。

メンバーリスト

トランシーバー許可申請言 }ぬ送付



の経験。自衛隊、警察、政府関係の職務について

いるかどうかなどを記載する。（資料BIO-DATA

参照）

⑥登山隊の派遣母体名と日本国内の連絡先。

以上を記載した申請言に簡単な願い状を添えて

IMFに送付する。だいたい一ケ月位でIMFか

ら登山許可の内諾書と申請用紙が送られてくる。

尚、これらの手続きは、前述したとおり現在FA

XもしくはEメールでも可能である。

2．正式登山申請

IMFから送られてきた申請用紙に必要事項を

記入し、申請言、契約書のそれぞれの箇所に隊長

のサインをする。

記入する事項は、仮申請書の同様の事項の他に、

事故などの際、その処理費用をまかなう各隊員の

6千ドルまでカバーする保険加入に関する証明、

ヴィザを申請、受領するインド大使館、領事館名

の住所ならびにファックス番号。トランシーバー

携行の有無、あるいはIMFからのレンタルを申

し込むかどうか、インド国内のエージャントの利

用｡IMFでの宿泊、装備のレンタル、トランス

ポートのアレンジなど、IMFへの要請がある場

合には詳細に記すこと。

尚、登山料は従来とことなり、正式登山申請と

一緒に送付することになった。内諾害の発効日か

ら2ケ月以内に登山料が支払われない場合には登

山許可が取り消され、他隊から申請が出ている場

合には、次の登山隊に許可がまわされてしまうの

で注意したい。

正式登山申請用紙と一緒に送付するのは以下の

とおり。尚、送金とそれに関連しては次項に記す。

a)アプローチおよびルート概念図(8部）

b)日程表(8部）

c)写真を添付したメンバーリスト(8部）

(BIO-DATA)

d)登山料

e)環境税(400ドル）

f)連絡官用装備貸し出し料(500ドル）

g)トランシーバー貸出しを望む場合にはレンタ

ル料

3．登山料

IMFから登山許可の内諾害が送られてきたか

ら、その発行日に注意しなくてはならない。登山

料の払込の期限が、その通知の発行日から2ケ月

以内と定められているからだ。

もし2ケ月以内に登山料が払い込まれない場合

には、仮許可は取り消され、人気のある山の場合

には、ほかの登山隊に許可がおりてしまう。また、

予約した後に、登山隊の都合で登山をやめた場合

には、登山料の25％をIMFに支払わなければな

らない。

・登山料

東部カラコルムの山 4000ドル

制限地域の山 4000ドル

ヌン＆クン 3000ドル

7001m以上の山 3000ドル

65()1m～7000mの山 2000ドル

6500m以下の山 1500ドル

登山料を表に記したが以下の制限、並びに例外

がある。

a)隊員数制限

表の料金は東部カラコルムをのぞいて隊員数12

人までの料金である。13人目からは1人につき300

ドルが追加され、隊員数は最大16名まで。

東部カラコルムはインドとの合同隊でなければ

許可が下りない。最大の隊員数16人は変わらない

ので、この半分の8人が最大の隊員数。

現在単独での登山は許可が下りない。

b)シシキム

シッキムで登山を行う場合には、‐卜記脊山料に、

さらに下記の登山料を支払う。尚、目標の山が未

踏の場合には、追加登山料はさらに倍になる。

・シッキム追加登山料

カンチェンジュンカ

8001m以上の山

7501m～8000mの山

7500m～7001mの山

6501m～7000mの山

6500m以下の山

20000ドル

8000ドル

3000ドル

3000ドル

2000ドル

1500ドル
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c)一時廃止されたトレキング・ピークが昨年か

ら下記のとおり復活した。

ストック・カンリ6153m ラダック

ハヌマン5316m UP

ラダキー5342m HP

フレンドシップ5289m HP

これらのピークは登山料300ドル。けれども連

絡官とXヴィザの取得が義務づけられたために正

規の登山隊とあまり変わらない環境になってしまっ

た。

d)その他

インド登山では、主目標以外の山に登ろうとす

る場合、同じBCから登山をする場合に限り2つ

めのピークから登山料は半額となる。

登山期間の制限もあるので注意すること。

また、トレッキング・ピーク以外のピークでは

環境税として400ドルが徴収される。

4．登山料他の支払い

これまで紹介した料金は、バンク・ドラフトか

銀行送金、あるいはクレジット・カード（ヴィサ

またはマスター）でIMFに支払うことになる。

IMFは現金や小切手での送金を受け付けていな

い。パンク・ドラフトの場合はニューデリーに支

店のある銀行であればどの銀行でも良いが、送付

先をインド登山財団とする。

銀行送金の場合、IMFの口座番号は下記のと

おり。送金した後、隊長名、国、山名などを明記

して、送金票のコピーをIMFに送ることを忘れ

てはいけない。

NoOIS-AP11414-00,ANZGrindlaysBank,

MarchaMarg,NewDelhi

5．ヴィザ申請

登山隊でインドに入国するさいは、Xヴィザ

(登山ヴィザ）を取得しなければならない。この

ヴィザは観光ヴィザとことなり、在日インド大使

館や領事館で申請用紙に必要事項を記入すると、

その書類はインド本国に照会され、本国のOKが

出てヴィザ交付となる。したがって交付には，～

－22－

3ケ月という時間がかかる◎出発から逆算し、十

分余裕をもってヴィザ申請をしたい。

ヴィザ申請時に、メンバー・リストがIMFに

届いていないと、インド本国での照会がおくれて

ヴィザ交付が遅れる。また、申請書類などの記載

事項に不備があった場合にも交付が遅れるので注

意したい。

ヴィザ申請に必要な書類。

a)ヴィザ交付申請書…………．．……･……3部

記入時の注意

i記入はタイプ打ち（ワープロ切り貼り）

且職業欄には会社名、所在地、電話番号を明

記する。

m渡航欄にはこれまで訪れた場所を、年月日

を新しいものから記入。

jyサインはパスポートと同じサインを3部と

も自筆でする。

b)顔写真（パスポートサイズ）……………3部

i裏面にローマ字でサインをして申請書の左

上に張る。

c)IMFからの登山許可害のコピー・…･･3部

d)IMFからの登山料払込領収書のコピー

（領収書が送られてこない場合、送金した際

のコピーでも可）…･………………･…･3部

e)派遣母体の領収書(Certificate)………3部

f)登山計画書（英文)･……………･…･……3部

iアプリケーションのコピーで可。

（メンパーリストと地図を添付したもの）

g)隊員のパスポート（残存期間6ケ月以上）

6．外務省、日本大使館への届出

インド・ヒマラヤの登山の場合、登山許可の取

得に（社）日本山岳協会の推薦状は必要としない。

したがって外務省、在インド大使館などに書類を

だす義務はないが、ご存知のように、高所登山の

場合には2％をこえる遭難死亡率が教えてくれる

とおりに、安全な登山などありえない現実がある。

また、登山隊を送り出した後、したがって、もし

もの時には、お世話になる外務省、および在イン

ド日本大使館へは登山計画害他の書類を提出して

おくことが望ましい。



在日インド大使館(Embassyoflndia)

東京都千代田区九段南2‐2－11〒102-0074

a03-3262-2391/4FAXO3-3234-4866

外務省提出書類

a)和文計画書1部

b)英文アブ°リケ ーションコピー1部

c)願い害（関係諸機関に対する便宜供与依頼書）

オリジナル1部

コピー1部

d)念書（登山隊にかんする一切の責任を負う旨

を誓約する念書）オリジナル1部

コピー3部

在インド日本大使館送付書類

a)和文計画書1部

b)英文アブ°リケーションコピー1部

c)英文メンバーリスト1部

d)願い吾（遭難事故発生時における便宜供与依

頼 書）オリジナル1部

コピー1部

e)念書（登山隊にかんする一切の責任を負う旨

を近約する念書）オリジナル1部

コピー3部

f)外務省に提出した願い害、念書のコピー

各1部

※それぞれの送付先は次項に記載する。

※在インド日本大使館は特命全権大使の名前を確

認した上で送付のこと。

2

在日インド総領事館(ConsulateGeneralof)

兵庫県神戸市中央区磯辺通4‐1‐8

1TCビル8階

a078-241-8116/7〒651-0084

3

4．インド政府観光局東京案内所〒104-0061

(GovernmentoflndiaTouristOffice)

a03-3571-5062/3FAXO3-3571-5235

インド航空(Airlndia)

東京都千代田区有楽町1‐8‐1日比谷パー

クビル6階〒100-0006

a03-3214-7633(旅客)1981(予約）

FAXO3-3214-0080

在インド日本大使館(EmbassyofJapan)

50-G,Chanakyapri,NewDelhilllOO21

盃91-11-6876564,6876581～3

FAX91-11-6885587

全権特命大使平林博

５

6

インド登山財団(IndianMountaineering

Foundation)

6,BenitoJuarezRoad,NewDelhi

llO-021

a91-11-4671211,4677935

FAX911-11-6883412

E-mail:indmOunt@de12.vsnl.net.in

７

■関係諸機関

l.外務省

外務大臣官房文化交流部文化第二課

東京都千代田区霞が関2‐2‐1

a03-3580-3311内線2873〒100-0013

※願い書の宛先外務大臣官房文化交流部長 Indmount@vsnl.com

http:'www.indmount.comWebsite

2000年インド・ヒマラヤ日本隊計画

隊長｜｜隊員数季節’派遣母体地域山名｜標高

｜
瘤
路
酩
酩

孝
穣
秘
詩

宇都宮谷峰会 田沢

柳

小畑

加藤

夏
夏
夏
夏

Gephan峰

ム ル キラ

メントーサ

無名峰

ヒマチャル・プラデッシュ

セントラルラホール

セントラルラホール

スピティ

6113

6517

6443

6222 東京理科大OB

－23－



関係者へFAX

22日（土）～23日（日）スパンティーク隊合宿

（ルーム、山森、岩崎、野沢井）

’94年ミニヤ・コンカ福沢隊員関係

者ルーム来局（山森、渡辺斉）

28日（金）遠藤登前会長古希祝い（八丁堀、地

どり亭24名）

中国登山協会代表団（4名）歓迎会

（同上）

31日（月）東京集会（23名）

■寸 蔵
〃巴、

2000年元旦を故郷、北海道支笏湖で迎えた。朝

4時半に自宅を出て紋別岳(865m)に向かった。

御来光を見るためである。途中まで星が輝き、苫

小牧の灯りも見えていたが、やがて風雪となった。

6時半山頂の三角点を踏んだ。麓に着いた8時、

陽が差してきた。印象深い長靴雪中遠足だった。

軍隔局厄罵（'月）
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仕事始め

日山協から「アンケート調査」回答

若尼峰決定通知書3名発送

ヒマラヤ339号発送

クーラ・カンリ協議（山森、岩崎、

野沢井）

第21回インド・ヒマラヤ会議（豊島

区民センター39名）

JACから「アンケート調査」回答

労山から「アンケート調査」回答

「アンケート調査」実務者会議通知

6日

7日

8日

11B

ヒマラヤNo.340(3月号）

平成12年2月10日印刷12年3月1日発行

発行人山森欣一

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170-0013東京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」

16日（日）
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17日

20日

21日

ガモフバツグとパﾙｽｵｷｼメーターのﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、
高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを
そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)
●パルス･オキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店：日本メディコ株式会社・

レンタル・販売問い合わせ先：株式会社テイ・エッチ・アイ
〒135東京都江東区木場2-5-7KHビル7階

TEL:03-5245-0511FAX:03-5245-0510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡)
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遠征隊、トレッキング〈秘境への旅

あらゆる申請･許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など

お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

BO3-3574-BBSO"蘭疋伽 〒'05束京都港区新橋3-26-3会計ビル4F 三井航空サービス代理店2452号
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トレッキング・海外登山・シルクロート⑬

秘境旅行のハ・イオニア

■本社〒101-0051東京都千代田区神田神保町2－3－1
岩波書店アネックス5階

sO3(3237)1391(K)FAXO3(3237)1396
■大阪営業所〒530-0026大阪市北区神山町6－4北川ビル5階

aO6(6367)1391If)FAXO6(6367)1966

■カトマンズ連絡事務所(JAIHIMALTREKKING/SAIYUTRAVEL)
P.O.BOX3017,DurbarMarg,KATHMANDU,NEPAL
念221707,224248

彗讓肪遊滋綜
運輸大臣登録旅行業第607号・日本旅行業協会正会員

◆パンフレット請求や個人旅行のお申し込みは

フリーダイヤルをご利用下さい
（通話料無料）

●格安航空券はこちらに！

鯨キャラバン
"0120-811395キャラバンデスク東京(住所:本社内)B03(3237)8384It)FAxo3(3237)0638

キャラバンデスク大阪(住所:大阪営業所内)a06(6362)6060It)FAxo6(6367)1966 西遊旅行ホームページ(http://www.saiyu.co.jp/)
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遠征隊の装備聯にのりま説
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"C"，〃S剛"SPORTS
●新潟プラーカ店／〒95O新潟県新潟市天神1-1プラーカ3Bl恋025(240)2316
●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4-1-8恋022(297)2442
●盛岡大通店／〒02O岩手県盛岡市大通1-10-16か0196(26)2122
●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8窓011(222)3535

●ルート36真栄店／〒OO4札幌市豊平区真栄一条2-13-2盆011(883)4477
●北十二条店／〒001札幌市北区北十二条西3-5壷011(747)3062

●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西1-5壷011(219)1413

●旭川店／〒07O旭川市六条通8-37-2盃0166(24)5300

●外商部(メイルオーダー)／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3芯03(3200)7219

●登山本店／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3冠03(3208)6601㈹

●スキー&カヌー本店／〒l69東京都新宿区大久保2-18-10冠03(3209)5547代
●新宿西口店／〒160東京都新宿区西新宿1-16-7念03(3346)0301㈹
●新宿南口店／〒l51東京都渋谷区代々 木1-58-4壷03(5350)0561

●神田登山店／〒lO1東京都千代田区神田神保町1-8盆03(3295)0622
●神田店／〒101東京都千代田区神田神保町1-4盆03(3295)3215

●神田ウエアー館／〒lO1東京都千代田区神田神保町1-6-1壷03(3295)6060
●八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-12盃0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-6s0426(46)3922
●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4盆0492(26)6751

●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2-123盆048(641)5707

●高崎店／〒370群馬県高崎市新町5-3盃0273(27)2397

●松本店／〒39O長野県松本市中央2-4-3冠0263(36)3039

●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2-5-1念025(243)6330

鶴
事務所／〒'69東京都新宿区百人町I－4－l5恋03-3200-1004




